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コムカデ類卵巣の形態学的研究（多足類・結合綱）
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　節足動物の卵巣は成長中の卵母細胞の位置の違いによ
り鋏角類タイプと大顎類タイプの 2 つのタイプに大別で
きる（Makioka, 1988）が、いずれのタイプも卵母細胞は
卵巣上皮の基底膜より卵巣腔側で成長する点では共通し
ている。しかし、倍脚綱と唇脚綱において、卵母細胞は、
卵巣上皮と連続する濾胞上皮とそれの基底膜が卵巣腔側
にくぼんだ濾胞の内部、つまり血体腔環境で成長するこ
とが明らかにされた（Kubrakiewicz, 1991; Miyachi and 
Yahata, 2012）。結合綱は多足類 4 綱の中で最も祖先的と
推定され（e.g., Miyazawa et al., 2014）、多足類の卵巣構造
を議論するうえで重要な位置にある。本研究では、多足
類の卵巣構造と卵形成様式のグラウンドプランの理解を
目的とし、ナミコムカデ Hanseniella caldaria を対象に、
卵巣の組織学的、微細構造学的観察を行った。 
　ナミコムカデの卵巣は 1 対の細長い袋状の器官で、消
化管と腹側神経索の間に位置していた。卵原細胞は卵巣
の背側の上皮の数か所に位置する形成細胞巣に局在して
いた。成長中の卵母細胞は卵巣腔中で濾胞細胞に包まれ、
それぞれの濾胞はその一部で卵巣上皮に接着していた。
透過型電子顕微鏡観察により、濾胞細胞層には、それが
上皮組織であることを示す細胞間接着構造が認められ、
また卵巣腔側が頂端面側で卵母細胞側が基底側であるこ
とが明らかになった。これらの観察から、卵母細胞に接
する側の膜状の細胞外マトリクスを基底膜と同定した。
さらに、濾胞上皮は卵巣上皮に、濾胞内側の基底膜は卵
巣上皮の基底膜にそれぞれ連続していることが確認され
た。 
　結合類において、濾胞細胞層が上皮組織であり、その
内側を基底膜で裏打ちすること、さらに濾胞上皮と卵巣
上皮およびそれぞれの基底膜が連続すること、すなわち、
結合類の卵母細胞が血体腔環境で成長することは、本研
究による新知見である。これらの卵巣構造の特徴は、
Kubrakiewicz（1991）による倍脚類の 1 種における報告、
および Miyachi and Yahata（2012）による唇脚類における

報告と一致しており、多足類のグランドプランと考えら
れる。鋏角類ならびに汎甲殻類は、卵母細胞は卵巣上皮
の基底膜より卵巣腔側で成長する点で特徴を共有する
が、一方で、倍脚類と唇脚類および本研究で明らかにし
た結合類は、卵母細胞が血体腔環境で成長する点で他の
節足動物とは明らかに異なる特徴をもつ。本研究の結果
から、我々は節足動物の卵巣の第 3 のタイプとして多足
類タイプを提唱する。最節約的に考えると、多足類タイ
プの卵巣構造の特徴は多足類の共通祖先で獲得された新
規形質と考えられる。多足類は共有派生形質の乏しい分
類群であり（Edgecombe, 2010）、その候補に挙げられる
形質も未だ検討の不十分な曖昧なものが多い。そのよう
な状況において、上述の卵巣構造の特徴は、多足類の共
有派生形質の有力な候補になるだろう。
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